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オリヴ砧木短期養成法と播種前の  

措置及び発芽后の形態的研究Ⅰ  

野呂螢巳次郎 ・ 井 上 孝 広  

（昭和27年10月′30日受理）  

Method of ra遁1ng01ive seedlingin short term・  

Pre・SOWlng treatment Pf olive seed and  

morphologricalstudies after sprout・  

By  

Kimiiiro NORO and TakahiroINOUE  

（Laboratory of SubtropicalHorticulture）  

緒  

（1）（3）（5）（7）（10（（12）（13）   

オリヴの紫碑港の内、挿木に依る方法穂過去に属し、  現在は何れの囲も専ら芽  

凝或は授木法紅依り苗木を養成し屠り従来我国にて行ってゐた椅子・堂内の養成に依る時は務木し得  

る迄肥満2－3年せ要し且つ年1回播経を行ふのに過ぎなかったが筆者等の方故に・依れば電気温床或  

は冷床に／て仁年2回播種が出来且つ大部分は1ケ年余を以て茂木し碍べく養成した■苗木は従来よりも  

優秀な1年生苗木となる。   

オリグの種子は発芽極めて困難且つ不揃にて普通2－3ケ月以上を寮し、今侍所究の余地多々ある  

が今日迄に判明した菜跡を鼓に掲ぐ。   

欝1貸は野呂。井上の共同研究にて発芽試験並に短期巷成法であり、第2篇は井上が行へる播播前の措置及び   

粂芽後の形態的研究である。  

第一篇 発芽試験並に砧木短廟養成法  

1．発 芽 試 験   

A．供試材料並に猷験方法、学内にある約20年生のMission及び尾崎技師の斡旋に依る小豆島  

産のMiss！onの種子を供用した、試験の方法は堂内及び温冷床並に靂地を利用し種子ほ凡て特殊  

の場合を除きClip阿・（核割器） （2）（13）（14）にて核を切り裸となし、樅病啓子並に無胚隆子を厳窒  
に選別し、ウスプルンの800・－1000倍液に．て消毒且つ浮沈に依る選別を行った。  

（備考）最近我国の技術者は無胚種子と愕病種子を混同し両者を曜病種子と称しているが無胚種子ほ品種に依  

り異なり平均20％で囁柄種子は尿痘病が我国にて発見せられた以後の事に・て欧米に，ま未だ発見せられず、本学内  

藤助教授の検鋭の結果炭垣病其他の病原菌が発見せられ、6及び9月に3斗式ポルド－液を撒布すれば完全にに防  

除出来、26年度の本学のMissionは殆んど曜疾種子がなく、小豆島魔のものは平均50％以上の罷疾種子があった0  

播種床。電気温床冷床並に露地にて行い、5寸間隔に住友製被服電熱線を縦に張り、其の上に粗殻を約3寸の  

厚さに入れ次ほ前年の歳菜促成用慣熟物の充分腐熟した土壌を3勺盛り上部には・一度焼いた川砂と畑土を1：1  

の此に混じたものを約2寸盛り、地温は地中自記寒暖計に依り精密に観測した。  

播種は挿種定規を使用し縦4尺の温冷床に50粒宛とし筋幅は約1・5寸其上に5分位の覆土をした。   

B．試 験 成 緯  

圃琴試験（電気温床内試験）   

電気湿原とは名のみにて電流を通じた番は極めて少なく極寒の候僅か日中3・－4時間宛数回紅留ま  

り夜間は・一・澄もなかった。斯くして最低温度が120c以下に降下した薔一度もなく余りに不思議で   
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正確な棒状寒暖計を同†場所把向←■醸さに挿入し境線な烏藩を初めで知った。斯る温変の調節ほ全  

く経験に・依るの外はない。（欝1即   

A・胚の大中小と発芽歩査（第1表）  

種播期 昭和26年11月13日、ウスプルン§00倍液にI時間準す。   

第1区大（丸味を帯びたもの）   

第2区中、第3区、小、畢4区、構内のMissi叩混合、   

備考、第1・－3区の種子は小豆島産＿Mission  

臥熟東と．Cherr・yr・ed泉の種子発芽歩合  

播種期 昭和26年11月24日  

供託材料 構内のMissionを用ひ裸と  

しウスブルン800倍液に1時間浸す。（第2表）  

第一表 胚の大さが発芽に及ぼす影響  

Tablel：Effects ofsize  Oie、niもIyO On geIl示in益tion  

昭和27年3嫡   
発 芽 歩合  
Per cent SpIouted 
on MaICblO．1り52  

■ 

N。‡testf漂u罠禁d！sぢ還声  
第1区 熱果  大  

第2区  中  

質3区 〝  小  

第射茎 cbe‖yIed  

第5区 ”  

畢6区 〝  

第1区   
LaTge  
欝 2 区  
Medium  
第 3 区   
Small  
第 4 区   
Mix  

12月20日  
D代．20  

11   

170   

38  

15  

73％  

57   

e58  

100  

12月  
ノケ  

日
9
 
 

0
／
 
 

12月19日  
′′   1t）  

12月20日 〝   20  

大
中
小
 
 

Note：Planted November13，1951  

Cl・熱果C‡ほr・工y r・edの樫子及び高  

温処蔑が発芽波及ぼす影響。（第3表）  

播揺‘期12日4個  

供訳材料 学内のMi菖sion、痙子の  

一・埴のみを切新し（檻病種子殆どない  

ものと認め無胚種子のみを除く）、800  

償ウスプルン液濫1時間浸す。  

軍1区 ch呵’Ied大   

罪2区 〝  中   

筋3区 〝  小   

第4区 〝 中 400eに17HIS保つ   

第5区 〝 中 400cに】打Ⅰ保つ  

第2衷 果奨の熱贋が発芽に及ぼす影響  

MutuIity∴0董  Tab】e 2．E‖ects of  iIuit on  geImination  

昭和27年3月10日  一発 芽 歩 合  

PeICent SpIOllted  
OnこMaIChユ0，1952  

74％       70  

発芽初 日  

SpIOuting day  

at fiI・St  ■   
「ゴ申町   
pe（∴ 28  

12月20日   
〝   20  

12月28日   
〝   28  

〝  

′′  

′ケ  

区  

NoりOf test  
‾‾‾‾‾‾‾－－   
筍了「夏   
R、ipe工ノaIge  

第2 区  
〝 丸iedium  

第3 区  
〃 Sma11  

第4 区  
CllelryIed工ノarge  

第 5 区   
〝 M（∋dium  
第 6 区   
〝 Sma‖  

l
 
 
（
U
 
 
′
0
 
 
3
 
 

0
0
 
 
7
 
 
′
b
 
 
8
 
 

N                                                                                               o 第6犀．〝 〝 40cに68批s保つ  

第7区 〝中4bbcに占2仇s保つ  

紫9区 熱果 中  

te：Plaヱ1ted November24，】951  

第8区 熟呆 大  

罪】0区 ” 」＼   

第3東 栄案の熟覧及高温処理か発芽に冬ぼす影響  

Table3：Effect of MatuIity of fIuit and high tempeIatuIe treatment  
On geImination  

3… 厨場試験（冷床試験）  

秋蒔きの苫を全部本囲に移植眉川砂と  

囲場の土塊を1：1に混じ焼き冷床に約2寸  

の厚さに盛り秋時間様の方故にて播啓后  

川砂をそ約5分の写さに覆ふ。（第4表）  

防腐剤と発芽と．の関係   

播啓期 昭和27年3月15日   

供託材料  小豆島産Mi5S主閃、粧病笹  

子偲、殆ど60％以上、裸となしウスブルン  

及びチオ尿素にて各消毒后播種。T   

昭和27年3月10日   

発 芽 歩 合 PeICent Sprouted  

on MaIChlO，1952  

73％  

6（う   

71  

80  

56  
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第1区 標準（無消毒）  

第2区  
第3区  

第4区  
第5区  

界6区  
第7区  

第8区  
第9区  

妄言孟宗ン10ヂ芳劉各05HIS・  

買・芽孟宗ン】0笠0鐸i各1HI 

買・芸孟蒜ン10ヂ莞霊‡各3印今  

夏芸孟宗ン10ヂ努漂i各6H工S 

4・露地播種試験（第5表）  

播静期 昭和2－7年4月29日  

供試材料 小豆一島、島村オリ  

グ園Mission  

播種場所 校舎の北側、4ノく 

×3尺の床を作り地面より低くし、  

表土は冷床に∴使用した土壌と同一・の  

もの、発芽迄2、寸の高さに菰を覆ひ  

片屋根式日除けをなす。  

第1区クスプルン1000倍掛こ1．5HI8 

第3区 〝  〝  2．5HIS  

第3区 400¢に15HIS保つ  

第4表 消毒剤の発芽に及ぼす膨層  
Table4：Ef董ect of disinfestant  On geImination at cold bed．  

区 

No of test  

播種数  

Noい uSed  

発 芽 初 日  

SpIOutiIlg day   
at feISt  

Per cent SpIOuted  

on－lune29，1952  

第1区   
Check  

4月】9日  

ApIil 19 

4月19冒  
〝  19   

4月27日  
〝   27   

4月17日  
〝  17   

4月27日  
グ 

4月17日  
〝  17   

4月17日  
〝   17   

4月20日  
〝   20  

4月20日 〝   20  

53％   

41  

36  

49  

41  

41  

22  

45  

22 

第 2 区  
Vspulun O・】％Solut 

0．5IlI  

第 3 区  
Thio UIeal％Solut  

0．5HI  
第4 区  

Uspulun O・1％solut  
1HI  

第 5 区 
Thio tJIeal％S可ut・  

1HI．  

第 6 区  
Uspulun Ol％Solut 

3 HIS  

第 7 区  
Thio UIeal％S中t 

3 HIS  

第 8 区  
Uspulun O∫】60Solut 

6 HIS  

第 9 区  
Thio tTIeal％Solut．  
Note：   

欝5表 露 地 発 芽 試 験  
Ⅰ Table5‥ Germin8tion at nuISey under sun shade  

Planted MaIeh15，1952，  

5・冷涼場所に於ける発芽試験。   

前述の如く日々の平均温度200c  

以上に達する時ほ殆ど発芽を見な  

いから冷涼場所即ち井戸の申縦横  

穴等を利用せば夏期にても発芽可  

能で其の一例として学内にある充  

防塞壕を利用し昭和26年4日30日  

及び5日9日に棒橙し第7表の成  

績を得た、勿論発芽と同時に本囲  

へ移植した。（第6．7表）  

誓発芽歩合  ヨ 
。n  

lonJune9，1951  

区  
No．of test  

播種数  
No．used  

OnJune29，195】．  Per cent spIOuted  
20l0％  

70．5  

680  

第］L 区  
Uspulun O．1％ Sol 
1．5 HIS．  

第 2 区  
Uspulun O．1％Sol 
2．5 HIS．  
第 3 区   
400（さ15 軌s．  

Nott∋：  Planted Apri】29・  

12月4ヨの発芽歩合 PeICent SpIOuted on   Dec．4，1951  第6嚢 元防空壕内や発芽歩合  

Table6‥ GeIminationin pit 

名  N。慧testJ㌔a慧ty  播種数  
No，uSed  

4月30日  
April 30 
5月5Eぎ  
May5  
〝   

第 ユ 区I Mission  

】 芸…芸！A 

s。1an。  
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考  察  

」玖上寵気濁樺灘牒輝び露地等の実験綿県を給食  

するに統一ある結果を得られなかづたのは極めて  

残念である。   

即ち発芽歩合の最も高いのほ秋時の温床で次い  

で露地、最も悪いのは3日時である。館ウスプル  

ンの消毒区其他の区は場如こ依り異りウスア′レ㌢  

区も臨場に七ほ確たる紐泉を納め得なかったが窒  

内試験にては顕著なカビ防止結果を得て屠り播種 

に．当りては醒病種子の選別を兼ね必ず行ふ必要が  

ある。渡波博聞ほ6時間迄ほ■大なる影響考認鱒な  

かった、黙ら鱒之等同一め結果を得られなかった  

のは何れ乾基因するかを検討して兇よう。   

秋及春蒔に．依り発芽歩合匿魔しい相‥違を見たの  

第7表 発芽数を100として各月の発芽歩合  

5・Table7：Germination percentage at each month  

ほ第一に地温に基因するものと考えられる。  

地握。既に発表した様に（14）極寒の候でも仝々12。c以下に降らず且つ20。c以上に殆ど昇らなか  
ったのが好成積を示した第一原因であり1日平均温度が150C繰を前后しているのは眉分乍ら不思議  

に思ふ位であった第1国ム勿論此の享暴露の調節ほ全く経験に依るもので最低温度を六感に耽り椎茸  

し電流を日中3一朗寺間道ずれはよい、従って電流を通じた日数ほ極僅かであった。これに反し春蒔  

の場合は第1回に示す様に5月15日迄ほ平均過密i5（二前后を維持し6月17日迄ほ200c以下、それ以  

后ほ200C以上を示し、発芽に．は不適当であるを示した、之れ仝くRuby氏（20）の実験結果と一哉し  
てゐる。   

露地の場合を見るに地中肖記寒暖計の装置がないので確実にほ地温を測定し得なかった冷床より  

常に3－40′C一低く殊に意外に感じたのほ発芽勢が極めてよく満2ケ月に・て70診前后の発芽歩合を示  

した点である。それと同じ様に防塞壕の場合も露地と同じ成績を示したのは大に参考とすべきで、  

関東地方紅於ける甘藷の縦穴貯蔵庫を利鳳すれば丁層発芽歩合ほ良好である様に考えられる。惜し  

いかな、露地の試験ほ入梅期の豪雨の為、附近の雨水が流れ込み全部腐敗したのほ残念であった。   

横穴等を利用して発芽させた稚苗を本厨に．移植すれば春移楷と．同様の成長を遂げるもので其他森  

の中を利用すれば年中発芽可能で一層好都合であり目下試験中であるが之等の試験を関束方面で行  

へば一層好結果を得るものと思はれる。   

ケラの被告。前年の靡熱物を石灰窒素てて充分消讃したに不拘4日下旬以后にほケラの発生多く  

多大の被普を蒙ったのが春蒔が不成綴に終った最大の原因と推定せられる。次に高温にて17時間処  

理した区が発芽力概しで良好なるほ野呂（13）が大正時代に行った結果と－－・致して腐り又RuBY氏（20）  

ほ4．OO－600Cにて1fIr Etuve S量che内に置いたものが最も発芽が高いと報じて屈サ大に研究の余  

地がある。低温処理が発芽を一一肇にする実験ほWagg・a・にてMORT氏（11）が行ってゐるが確たるデ  
ータがなく判然しないが休眠期問を必要としないオリヴに果たして有効であるかは大に二疑問とする  

点である。   

最后に酵素の種子発芽に及ぼす契験ほ未だ発表の域に達しないが興味ある問麒である。   

Ⅱ．枯木の圃場養成   
秋時の稚苗ほ3日3日より3－4日隔に首鼠に定植した。巾2尺1寸の畦に3列、株簡約5寸、定植  

后敷革を充分行ひ且つ1週間日覆ひをなし、招着后硫安を敷革の上へ撒布した。斯くして秋迄肥し  

切れのしない様常に硫安又は魚粉を撒許すれば10日栄進に－ほ大部分が鉛蟄大以上払肥大し高・さ1欠  

7寸以上に．達し、殊紅27年優にほ／高さ2尺以上蔭径5分のものが多くあった（第2図）。春時の実生  

も秋蒔同僚ゐ擁作を行へば10日迄には殆ど同一・の大さになる。併し7月以后に本蘭に移檜したもの   
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欝ご図 一年生実生革不  

（左ハ新法、11ケ月右ハ唱法－】  

7ケ月） 
Fig2：Seedl】刀g by刀eW   

method onleit：Seedling   

by董ormermethod onIight   

Left．ユ1molltllS fユOm Seed 

Right・7months fIOm   

seed．  

ほ従来の栽培故に・依ったものの様に主捜ユ本で側彼の発生ほ殆どない。  

昭和25年秋時の実生石占木％以上を27年3月にほ攫木し1現在は2尺放上の  

1本生苗木と奉り従来の方法以上の優秀な苗木となっている○筒R叩Y氏  

（20）の棟準に償れほ発芽7ケ日活に40－50。m、に達し側枝は殆ゼ発塾痘  
ず全く従来の猥望栽培放と同・－の、大二さ位∵である。   

粛普。3月上旬め地温は稚苗紅は稗低きに過ぎ4月中旬迩ほ殆ど新補  

発草しないから許す限り遅れて本閲へ出した方がよい。本年痺移植后結  

霜を2定見、不茸紅して日除けを除却した直后であり約3割は薪普を蒙り  

頂芽ほ鴇変し回復の見込みないものと締めてこゐたが気温の．圭．昇と共に腋  

芽が伸び大なる被聾がなく成長した（常3園）。如何に寒さに対する抵抗  

力のあるかを知る審が艶来、．一己Caboni氏（9）の北伊国境遮ぐで調査した  
観察と－・致してゐる。   

本年ほ圃場の都合に依り南北に畝を立てたのほ腐蔭めて増持合慈しく、東  

野畝となし蔀菜の笛匿の如く片屋根式の演除けを行ひ晩嘉の恐れがない  

様にならてから除却す－れば今少しく地温も昇り発育良好であるに・違ひ  

ない0  第3図 霜害の実生  

（注褒）定植前居め化学肥料並に不熟厩肥  Fig．3‥Seed】ing  
叫uIied by fIOSt   の：施用ほ最も布告で－－小昨年ほ■大失敗した華い  

経験を持ってゐる。  

結  廃   

本試験の結果を繁殖駅肥儲ずれば従来の方洪より幾分進歩し、相木養  

成斯聞を半減し且つ乱撃のみ隼鱒存し多額の経費を葵し到底個人的に・業  

とする場合多額の固定資本を襲し一澱的のものでなく笛木養成の発達を  

甚だしく阻督したの七あるが本法に依れば名のみの亀鮮勘賽或ほ冷輝に  

て充分目的を達するのみでなく、年2回同一席を利用し得て同一蘭層匿 

て2借の枯木を養成し得べく且つ発芽率ほ何等劣らず進んでは特別の碓  

設を愛せずして霹地に．て完全に・春播きが出来月つ冷涼の地を選べば6、・  

7月の候にても完全に発芽可能のヒンl、を得、人工的に通濁常．て発芽さ  

せ本圃に移せば寛仝に活着成長するものである。比の意味に於て気渥稚  

低く従兼オt）ヴの栽培不可能とされてゐた地方にて養成する方却って発  

芽の適期間永く好成既を納め縛る藩明である。  

披術は日進月歩の状態にあり、今日の方法が永久に最善の方法でなく播種屑浦1ケ年にて立派濫  

1年生笛木として希要に応じ得る審決して夢想でなく、目下之れが研究に没頭し居り近き将来に必  

ず突こ現するであろう。且つ発芽の不揃の欠点も吾々の手に依り解決せらるゝものと．信ずる。   

以上の温窒不用諭の実験ほ本県盛事試験場／ト豆分場に七も実施中に．て且つほ兵庫県農藩試験場淡  

路分場にても行って屠り、（8）今後オリヴ苗木養成を企図せらるゝ地方に・ては土地の気温状態を参  
酌し温味冷東或ほ露地養成せられ且っ料畏延長等の意味で冷涼地利用、促芽栽培せられん事を備望  

しでやまない。  

第二篇 播種前の措置並に発芽后の形態的研究   

オリザの種子は堅い数を有し英傑龍てほ発芽困難で播種前に各棟の措置が古くから静ぜられてお  

り、古きほ玉IOLETTI（2）RuBY氏（2）野呂（ユ3）等に依り各棟の実験が行はれ是等の抄録ほ既に野  
吊が本誌Vol・2No・3及びVol巾3N¢．3に発表し、比較的近年にMCGILLIV’RAY 及びBRYDEN両  

氏（10）並檻0去EROV氏（16）は鬼瀬を切ったものの発芽歩合62」胚のみのもの72グ、穀其健のも′のは   
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僅か7％であったと報じており且つBIOL雨TI及びOGLESBYめ両氏（3）は無胚程子せ除く目的に25  

％・の檎水選が効果があると称しており、RUBY氏（20）ほ発芽よりの成育課程を調査し、井上牲之辱  
塩水選及び発育より成育適程を25年に・－27年に亘．り野呂の指導の許に精掛こ調査し其結果を裁に夢達  

家する。  

寮  験   

A．塩水遥。種子の究全であるか否かの選別にほ種々な方法が用ひられてゐる（婆。州割こほ相三  

病種子憺なく無陸棲子を不完全梯子・と呼んでゐる。併し我国では両者を混合して縦病橙子・と称して  

ゐる。以下不完全種子の文字は南蛮を意味する）大崎氏（15）ほ．ClippeT・にで棲を割り取出した旺  
について曜病％（多分無胚を含んでゐる）を見るに．Manzanilloが29．41％其他の品種にも多くの  

聯病種子を克たと報じて屠り昭和25年安の構内のMissionほ57％の不完全種子であったが26年変  

は殆ど無艇種了さへなく利用価値ほ極めて高かった（凄。無胚種子ほ．品種に依り異なるがMission  

にて卜2劉せ普通とする）、併し小豆島産の本年層慮Missi？nほ．50－－100％■の不発仝種子があった○   

斯る選別にほ．祁艮鑑定と塩水選及び水道があり米国克て無胚種子の選別には25％の塩水が用ひら  
れ0皇EROV氏、（】6）BIOLETTI氏及びMORT氏（11）は究仝虹選別が出釆ると称しているが種子の新  
鮮変に依i）比盈は興り、何れの場合も同一・比蚤の怒水で選別出釆るとは考へられない。BlOLETTI氏  

（2）の称へる噴水選ほ乾燥した種子を2日間水に浸しで腹水選を行ふのであって決、しで乾燥種子でほ  
なし二0叉大略氏（15）は昇一メー230の石衣硫黄合剤で少しの効果があったと称しているが有蕃でない  

液であれほ何を用ひてもよい。   
井上ほ収穫後∑ケ日に亘り様子の比蚤の変化む大中小の種子に就き調査し第8表の如き結果を得  

た。  

第8衷 Missionの種子比重の変化 供試材料ほ学内のMissionを用ひ享ケ月毎に調  

Table8：VaIiation ofgIaVityofMissionseed， 査し5区となし、各区縦経の由一L良蓬庭て可L及的  
l 

、l「TT，∴…了■こミー∴・  
、l、  

TT「丁予  

Feb，14  

1209   

；1189  

11599 

同じ形ちのものを用ひ富川式比箋調査法に．依りき容  

液ほ誤差を少なくする為、20％アルコ－ルを用ひ  

た。   

全般的に見て3［司目より比登ほ余り塞がなく25  

％塩水（比蚤1．1923）と比較して決億すべきセあ  

る。  

1月1亀日  

Janu．14  ．・．、トートーート；－l  
縦径（Length） 
170cmm 

′′   
150  

一  

這「㌻㌫  

1125  各区の種子につき無胚及び勒丙檻子を調査した  

1．117  処第9表の結果を得たが1・7cm区にても無胚種子  

は規はれて居り小粒種子になる程無躍種子の％ほ 

第9衣 稽子の大小と不完全種子  

fig・9‥ E‖ect of size o董seed oninlPeIfect seed・  
高くなってゐる。併し1月14日の調  

査では1．5cm以下のものほ．全部25％  

鰭水面－こ浮び上る筈であり健全種子  

迄棄てると云ふ珍現象が睦り、塩水  

選に依り小粒種を除く目的であれば  

Wag・gaにて行ってゐる様に適当の  

Meshの筋にて選別した方が時間的  

に産済と云はねばならぬ。（文献・失念）。  

凰墨追監茎超∑遜禦  

然る虹本年度の英験でほ小粒隆子の発芽歩合略決して大粒  

秤子に劣ってゐない（以后の成育ほ目下調査中）0   

お∴掃き方と発芽后の成育   

畔頗こ砂のみを使ふる時にほ往々にして発芽后棋郎迄地上に規ほれ稚苗は倒れ枯死するもので此  

の被奪の原因が何れにあるかを調査せんとして本県盛事試場小豆分場のMissionを用ひ隆子を直上   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



166 

させたもの転倒させたもの様に置いたもの及び横に置いて覆土を薄くしたものの4区として調査し  

た（第4図）。第1－3区迄ほ覆土を2cmと．し第4区は1cmとした。   

種子慄勿論裸としウスプルンの1，000償液に1時間浸し播種床はピー・カーの底を割り金網を巻い  

で阻土を入れ昭和26年1月30日に播き温床内にて管理した。実験成績を第4因並に第10表に示す。  

第10衷  描 き 方 と 成 育   

TabIelO：EHect of method of planting on seedling gIOWth・  

第1区は発  

＝ 芽と同時に伸  「 
茎哀l葡「稿  根 の 数 ．Vノ突入  

f  Iat。Ialr。。t 長が速で最も  OfⅠ0叫Length of  Ste叫IengTh．o  

発芽が早い。  

第2区ほ1早く  

第1区  
UpIight  

coveIed soi12（；m  
第 2 区  
ReveISe  
第 3 区  
HoIZontal  
草 －†F■  

HoIZOntalaユ1d  
¢0VeIed soi11cm  

21  

発芽しても替  

8  曲して棋は伸  

長するので最  

14  も遅々たるも  

のであり途中   Note：PlantedJanualy30，1951 DateIeSearChed Apli130，  

第4図 種子の蒔方と成育  

Fig・4Effect ofmethod oj  

Planting on seedling gIOWtll 

－・区  二区  三区  四区  

で伸長停止するものがある。併し一・蝦∵に茎太く健全な  

ものが多い。1．第3区ほ棟準形で第4区は根部が浮き上る  

現象が見られたが全敗的に見て－4区が成蹟最も展好で  

あった。此の地下部の露出の原因は盛土に関係あるも  

ので且つ播種∴土もよく選択せねばならぬ。即ち砂ばが  

りの時はこの現象が多く硯はれ土壌と砂の割合ほ1：2  

或ほ1：4が最もよいとBIOLETTI氏（2）及びBRIC耶丁氏  

きここ 苧苧  管
 
 

（4）  
ほ云ってゐる。   

C．播種后の成育状態   

毒芭芽后の成長ほ何れの場合も殆ど同一であり Ruby  

氏（20）は詳細之れが調査を行ひ甲折葉展開を基準とし  

ー
‥
小
町
∫
 
 

匝
1
－
 
 

鋼
甘
1
 
 

て本菓2枚展開する迄に17日、6枚展開する迄に37日  

を要すると称してゐる。   

昭和26年に㈲て凝芽当時を基準として成長に襲する  

日数を調査した結果第5因の如き成績を得た。   

第5図 稚苗の発育状態  
Fig5Developmentofleavesofyoungseedlings  m  

1、  

酪
．
い
〝
．
ホ
∵
．
己
．
f
∫
、
 
 

＿∴、、ア盲デ「ご  
3月24雪  3月31日 4月11  
MalCh24い MaICh31．ApIil  

4月17日 4月26日  
April17。Apri126 

l
 
ロ
い
l
 
 ←・7日→←11日・→←・6日－ケ← 7冒・→ （Inoue）   

第5岡（1）を基準として（2）迄7日間、㈱迄18日間．㈲迄飢日間（朝迄31日間を要しており、RuBY氏  

の調査結・泉と殆ど同・・・・・・の結典を得た。   

斯る調査が実際上如何なる時に必要かと云へば、野呂が上述した様に儲芽迄にケラ等の被蕃を蒙  

り棋部に障薯を生ずる時は斯る順調な発育をせず成長が停止するもので実際上斯る場合が多くあり  

斯様に標準日数より生育が遅れる時には稚苗を掘り上げ被告部を鋭利な鋏で切り挿木の様な形に・し  

て土壌中に挿せば第6図の如き細棋を幾本も発生し順調な成長を遂げるから決して菓でてほならぬo   

D．∴発芽后の成長とTR率の駆係   

本調査ほ．Missionの発芽過程に依り10階級に分け其の発育の度合を調査した。   
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第7図 稚苗の成長   

Fig7：Growth of Seedling  

節
．
い
 
 

チ  

′ヰ・－…卓：‥・こ・－、i 
5  

」   

（Inoue）  

この稚首が床上に絞りノ・出され根部  物
事
り
 
 

実
の
よ
 
 

が
 
挿
 

の
び
切
板
碑
そ
非
 
 

生して細根を多く出した状態A   再   

〉LJ」匹l’l三已ヽ Tl■へ■▼■ ▼   

せば一層細根力  
禰 、 ⊥＿ ■ノ ヽ仁一′’モヨヽ ▲－／J●‾  

錮 
4本の頒が伸びる、オリグ苗の初期  

臓  

与ら  

（Iuoue）   

与色  
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第11未 発芽彼の成長と 変化  

Talhell：VaIiation of growth afteISPrOuting   

No小   

1  2  3  4  5  6  7  8  

Cm  ¢m  Cm  （）m  Cm  （ヱm  Cm  Cm  

O…95  2．61  586   6い28   652  （うけ79   925  161．64  

－ 0“21  0り22 ∴0．24   

0‖32 1・89  210 ．2．65  2。．67  3．20  4，96  7．、51   

0‖0209 0い0298  0．0306 0．0396 00418 0．0495 0．1263 0．2771  

9  10  

Cm  （：m  

20．8． 13．63  

0J25  モ0．23   

1105  10“23  

0＝4451 0小7398  

0．5158  0．8552  

根   長  
Rootlen酢h  

要  巾  
1Ⅳide oi■stem  

茎   畏  
Stemle】1gth  

根の畳量  
Root wgt 

地上部の重應  
Wgt・Of stem On1318 01546 00938 0．1012 01145 0‖1860 0．2494 0．2969  
andlea圭 

本 草 数  
Noい 0董1eaves．  2  6   8  10  

T・・R 率  6．36715．．1879、3小0653  2553  2739  3．757 1974 1小861 1いら29 1155  

註こ No10の供試材料は移聴後の苗を用いたもので約1ク月本圃にあったものを用ふ、調査は4月1叩（SeeFigい7）  
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Assowing at AutumnisL，favoured withthe favorrable temperatur；e fo土・longtime bylitt1e  

electric current－tablel，SOWlngin the electric hot bed at Autumnis mbre effective than  

at Spr－ing 

Seedtreatedwithhig・htemperature400Cfor］7hoursappeEilrS tObeeffectiveandthesize  

Of seed has no any connection wit汀g・ermination－tdblel・   

YoungSeedlingS Of which seeds ar’e SOWnin Autumn are．：tran声plantedin1ate March of  

thefollowlng・yeartOnurISer．yrIOWSing・OOd士・ichsoil，Wher占 

Autumn or grafted nextSpringand agaln u8ua－11y sow olive seedsin same bed 

Glnss housesJWhich are used fo工SeedlingS Of olive up to dayinJapanis not neces＄ar－y  

byourmethod and germinationis possible11ntilTuly bly SelectingCOOlplace．In the・nurS，  

ery，the ger・mination of seed was very g00d under the sun／shade－table6． 
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hig’heT■One… 
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per－ature，mOistur■e，and aeration・The aerationis aimportant element．When the pure  
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COmpユetely from the sand bed，itisi；nPOrtant tO COmbined theloamandsand byl：2 

After the developmもnt of cotyledon，tWO and fourleavesdevelopdur・ingacertainperiodq 

Fig■l5・When the developmentOfleavesis behind a certain ter・m，the rootis attacked  

bすinsects・‡nSuCha case，wemustcut竺Waytherootsandthestemsofseedling willbe  

iTisertedintothe sandu After aboutlOda，yS，they easily striketheir roots．  

In proportion aS the seedling－s g・iOWS，′トR ratio becornes smaller．・・Tablell．  

（Received October30，1952）   
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